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中国における建国後の漢字教育政策の変容
―「教学大綱」から「課程標準」へ ―
李　　　軍　　
はじめに
中国では，20世紀初頭に西洋に学ぶ動きが始まり，「廃科挙，興学校（科挙を廃し，学校を興る）1」
というスローガンの下で，各地に学堂（旧制学校）が設立された。1902 年告示の「欽定小学堂章程」
では，「読経（『詩経』などを読む）」「作文」「習字」という科目が設けられ，1904 年告示の「奏定
初等小学堂章程」では『孝経』『四書』『礼記』を，同年に告示された「奏定高等小学堂章程」では『詩経』『書
経』『易経』『儀礼』を必修科目とした。このように，当時の小学堂では主に「文言文（文章体の古文）」
の読み書き指導が行われていた。1907 年に発布された「奏定女子小学堂章程」では，「読経」科目
がなくなり，「国文科」という名称が用いられ，これを機に，「国文科」という名称が定着していった。
1919 年に「五・四運動」が勃発し，「提唱白話文，反対文言文（口語体を提唱し，文章体の古文に
反対する）」，いわゆる「言文一致」を掲げた知識人層の新文化運動が始まった。そんな中，1920年
に北洋政府は小学校の「国文科」を「国語科」に改称し，教科書も「文言文」から「白話文」に変わ
り，1922年から国民小学校における各教科の教科書は一律に「白話文」に改められた 2。この時期から，
小学校では主に「白話文」の指導が行われ，「国語科」という名称を用いた。一方，中学校では依然
として「文言文」の指導が行われ，「国文科」という名称を用いた。「国語科」「国文科」という名称
は建国初期まで使用されていた。
1949 年に新中国が誕生し，新しい「教科書編審委員会」が設立され，同委員会は華北解放区の教
科書『国語』『国文』を小中学校国語科の教材見本として修正を加え，全国範囲での普及を図った。
と同時に，改訂後の教科書を『語文』に改名した。1950 年に出版された語文教科書『語文課本』の「编
辑大意（編集要旨）」は，改名の理由について次のように記している。
文章は言葉によって成り立ち，文章と言葉は切っても切れない関係にある。語文教育は聞くこと，
話すこと，読むこと，書くことの四項目を含まなければならない。この教科書は「国文」または「国
語」といった旧称を使わず，「語文」に改称する。3
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この記述から分かるように，建国初期から，中国では「言葉」と「文章」の不可分の関係を考慮し，
旧称の「国文」と「国語」を合体させ「語文」という名称を用いるようになった。また，1950 年代
からは「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」の四項目を語文教育の重点として認識し，
従来の「読み書き一辺倒」の伝統教育を改善する姿勢を示した。新時代における新しい語文教育の
幕が開かれたと言えよう。
語文科の名称だけでなく，語文課程の確立および語文教育の指導方針や目標などを定めた「教学
大綱」や「課程標準」4 の制定も建国後になる。
新中国における課程改革は六段階に分けることができる。
①旧教育体制を改造し，ソ連の教育経験に学んだ時期（ソ連模倣期：1949 〜 1956）
②中国的特色のある教育発展の道を探った時期（教育模索期：1957 〜 1965）
③「文化大革命」によって教育事業が深刻な破壊を被った時期（「文化大革命」期：1966 〜 1976）
④正常な教育秩序を回復し，初期の改革開放に適応させた時期（改革開放初期：1977 〜 1985）
⑤九年義務教育を実施し，地方の独自性を強調した時期（九年義務教育期：1986 〜 1990）
⑥「詰め込み教育」や「応試教育（受験教育）」から「素質教育（資質教育）」へと転換しようとし
ている時期（「素質教育」期：1991 〜 2011 現在）5
中国では，漢字教育を「識字教育」という。建国後の中国では，農民を中心とする非識字者をな
くす大衆識字運動が盛んに行われる一方で，学校教育では，「教学大綱」や「課程標準」に定められ
た漢字教育の方針に基づいて様々な指導上の工夫が凝らされた。
本稿では，上記の六つの時代に告示された「教学大綱」や「課程標準」における漢字教育の方針
や目標に焦点を当て，中国建国後における漢字教育政策の変容と特徴を分析・考察する。なお，中
国における漢字教育は主に小学校で行われてきたため，本稿では各時期の社会的背景を踏まえつつ，
1950 年版の「小学語文課程暫行標準（草案）」，1956 年版の「小学語文教学大綱（草案）」，1963 年
版の「全日制小学語文教学大綱（草案）」，1978 年版の「全日制十年制学校小学語文教学大綱（試行
草案）」，1986 年版の「全日制小学語文教学大綱」，1992 年版の「九年義務教育全日制小学語文教学
大綱（試用）」，2000 年版の「九年義務教育全日制小学語文教学大綱（試用修訂版）」，2001 年版の「全
日制義務教育語文課程標準（実験稿）」を取り上げることにする。また，本稿で引用する各時代の「教
学大綱」と「課程標準」の内容は『20 世紀中国中小学課程標準・教学大綱匯編　語文巻』（2001人
民教育出版社）による。
1　ソ連模倣期における「教学大綱」（1950，1956 年版）
1－ 1　「小学語文課程暫行標準（草案）」（1950）
新中国成立後，政府は学校教育に関しては「現状を維持し，直ちに始業する」と指示する一方で，
政治体制の変動によってもたらされた混乱や不安定要素を避けるために，様々な改造を行った。小
学校課程体系の改造はその中の一つであった。
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1949 年 12 月に全国教育工作会議が開催された。この会議は旧解放区と新解放区の教育行政上の
経験交流を目的とするもので，工農速成中学の普及と，労農兵に読み書き能力を与える識字教育の
重要性を確認し，1950 年を準備期間として，51 年から全国に識字運動を進めることを決めた 6。毛
沢東が 1949 年に発表した「連合政府論」で「人口の 80% を占める非識字者をなくすことは新中国
建設の必要条件である」と述べたように，如何に識字率を上げるかが目前の重要な課題であった。
このような社会的背景の中で，1950 年 8 月に「目標」「教学大綱」「教学要点（指導上の留意点）」
からなる「小学語文課程暫行標準（草案）」が告示された。目標では，「一　児童生徒に児童文学を
主とする標準語口語体を学習させたり理解させたりすることを通して，単独かつ順調に民族的で大
衆的な文学を鑑賞することができ，新聞や雑誌，科学類の書籍などを読めるようにする」「二　説話
や作文の学習，練習を通して，正確に標準語を使用し口語体の文章を書き，自分の考え方や感情を
表現できるようにする」「三　書写の学習，練習を通して，正確かつ迅速に正書と常用の行書を書け
るようにする」「四　児童生徒に標準語と口語体の文章を通して各教科の知識を学習させ，初歩的な
自然，歴史，地理などの常識を身につけさせ，愛国主義思想と国民公徳を養う」と記され，「標準語」
「口語体」の訓練や読み書き能力とともに愛国主義思想の育成が強調された。多くの労働者，とりわ
け農民の子女に完全な初等教育を受けさせるため，「教学大綱」では，元来の初・高学年からなる小
学校六年制を五年一貫制 7 に変更し，第 1 学年から第 5 学年までの各学年の「閲読の面 8」「写話（作文）
の面 9」「写字（書写）の面 10」の指導内容が記された。「教学要点」は，「教材編集・採択の要点」「指
導方法の要点」の二項目からなっている。「指導方法の要点」では，「書写指導」「説話指導」に重点
を置き，従来の「重文軽語（文章を重視し，口語を軽んずる）」といった伝統的な教育方針を改善し
ようとする姿勢が見られた。
識字，書写教育に関しては，「閲読の面・語文の基礎」の項目と「書写の面・材料と道具」の項目
で次のように定めている。
表 1　1950 年版課程暫行標準における識字・書写教育
表 1 で示したように，1950 年版の課程暫行標準では，語彙指導を通して漢字を習得させ，漢字指
導，語彙指導を閲読指導の基礎として位置づけ，漢字の習得数を学年別に大まかに定めている。各
学年の習得字数（500 字，500 字，600 字，600 字，800 字）は，学年順に少しずつ習得字数を増やし，
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常用字 3,000 字を平均的に分けたものであった。常用字 3,000 字のうち，最もよく使われる 1,017 字
は中央教育部（日本の文部科学省に相当）社会教育司が定めたものであるが，残りの約 2,000 字は「比
較的使用頻度が高い」という条件が付いているだけで，具体的な規定がなく，地域や教科書によっ
て字種は様々であった。
書写指導では，鉛筆，万年筆，筆を用いて，漢字の字体，字形，構造上の特徴などに注意を払い
ながら書写訓練を行うことに重点が置かれた。また，繁体字や簡体字が混在する時代であったため，
各学年に正書の指導が盛り込まれた。
1950 年版の課程暫行標準は，愛国主義教育という路線を貫いており，当時の「抗米援朝運動」や「義
勇兵志願運動」11 といった政治運動の面影が残っている。漢字教育に関しては，「識字は小学校語文
教育の重要な任務である」と示しつつも，各学年における具体的な指導方針や指導方法，字種など
は明記されなかった。
この課程暫行標準は，新中国誕生後初めて小学校語文課程の指導方針，教育内容を規定したもの
である。漢字教育の方針や目標を明確に定めたものではないが，その後の教学大綱における漢字指
導方針の土台となった。
1 － 2　「小学語文教学大綱（草案）」（1956）
いち早く戦争による荒廃から立ち直り，国全体の経済を回復軌道に乗せるため，中国共産党は
1953 年から三つの五ヵ年計画を通じて，工業・商業の社会主義的改造を推進するとともに，農業・
手工業の集団化を進め，「社会主義中国」を強固にしようとした。1953年から1957年までの第一次五ヵ
年計画を成功させるために，多くの人材養成が迫られる状況の中で，伝統的な教育方法への批判が
起こり，教育改革の必要性が高まっていた。
1950年代前半の中国は，中ソ同盟による「向ソ一辺倒」外交を選択した。米ソ冷戦の国際関係の中で，
アメリカが対中封じ込め政策をとったため，中国に残された選択肢はこれしかなかったからである。
当時の中国では，全面的にソ連に倣う風潮があった。1952 年から全土でソ連の教育理論や教育経験
を学ぶブームが始まり，ソ連の教育専門家を招いて講演会を行ったり，教育専門家をソ連に派遣し
て現地の教育実態を調査したりした。
ソ連の教育理念や教育方式は形式から内容まで中国の語文教育に大きな影響を及ぼすことになっ
た。形式面では，ソ連に倣ってそれまでに使われていた「課程標準」を「教学大綱」に改称し，内
容面では，ソ連の「言語と文学を分けて指導する 12」というスタイルを小中学校語文教育に導入し
ようとした 13。
1952 年に語文教学問題委員会が設立され，翌年に同委員会は中央政府に「小中学校語文教育の改
善に関する報告」を提出した。この報告では，言語教育と文学教育を同時に指導する弊害に言及し，
「語言文学分科教学（言語と文学を分けて指導する）」という方針を打ち出した。中学校における「分
科教学」は直ちに決定されたが，小学校では，識字教育は小学校低学年語文教育の重点で，児童の
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発達状況に合わせて，文学教育のほかに，社会事象や自然現象に関する文章を通して，漢字，語彙，
文法など基礎知識をも習得させる必要がある，という結論に至った。
一方，漢字改革の面では，1952 年に教育部は 1,500 字（一等常用字 1,010 字，次等常用字 490 字）
を選出し，これに中国文字改革研究委員会秘書処によって選択された補充常用字 500 字を加えて，
合計 2,000 字の「常用字表」を公布した。1955 年に教育部，中国文字改革委員会は「漢字簡化方案
草案」を発布し，1956 年に国務院によって「漢字簡化方案」が公布された。「漢字簡化方案」は三
つの部分から構成されている。第一部分は「漢字簡化第一表」にある簡略化漢字 230 字，第二部分
は「漢字簡化第二表」にある簡略化漢字 285 字で，合わせて 515 字である。第三部分は「漢字偏旁
簡化表（第三表）」に記されている簡略化された偏旁 54 である。「漢字簡化方案」は「一簡」と略称
され，近代において中国政府が初めて正式に実施した漢字簡略化方案である。
1956 年 6 月に，全国語文教学会議が開催され，同年 10 月に「小学語文教学大綱（草案）」が告示
され，「漢語と文学を分けて指導する」方針が決定された。大綱は「説明」と各学年の指導内容を示
す「教学大綱」から構成されている。「説明」では，「語文科の性質：社会主義思想を用いて児童生
徒を教育する有力なツールである」「基本任務：聞く力・話す力を高め，読む力・書く力を培う」「思
想教育の任務：社会主義に対する信念を打ち立て，唯物弁証主義の世界観の基礎を作り上げ，共産
主義の道徳を養い，民族言語に対する愛情を培う」「指導内容：準備課（準備段階），識字教学（識
字教育），閲読教学（閲読教育），漢語教学（漢語教育），作文教学（作文教育），写字教学（書写教育）」
に関する内容が記された。
この大綱では，識字教育と書写教育を小学校語文科の重要な指導内容として位置づけ，小学校段
階の識字量を 3,000 字〜 3,500 字とし，第 1，2 学年の閲読教育は識字教育を中心に，この二年間で
集中的に漢字を習得させる方針を打ち出した。「識字教育」の項目では，漢字指導は語彙指導の中で
行い，特に「多音字（複数の読みを持つ漢字）」「同音字」「類似字」を指導する際に，語彙指導，短
文指導を通じて行わなければならないと示されており，「重見（新出漢字は本文にも練習問題にも繰
り返し出現する）」「復習」「運用」といった「重複」の大切さが強調された。「字形」指導に関しては，
漢字改革（「一簡」）の精神を貫き，繁体字，異体字をやめ，新出漢字も手書き漢字もすべて簡体字
を用いて指導するように心がけるとある。また，学習の困難を軽減するために，細部まで字形を詳
しく説明する必要はなく，「同じ部首を持つ漢字を一つのまとまりとして練習する」「字形が類似し
た漢字を識別しながら練習する」といった二つの方法が提示された。「書写教育」の項目では，漢字
指導をリンクさせた字体指導や筆順指導の注意事項などが示された。しかし，各学年における漢字
習得数や目標が明記されなかったため，教材編集や閲読指導，語彙指導などにおける漢字指導には
恣意性が生じやすく，1950 年の課程暫行標準の課題が改善されないままであった。
1956 年版の教学大綱では，ソ連の教育理念と教育方針に基づき，言語的要素と文学的要素を重視
した「語言文学分科教学」を打ち出し，「漢語教育」を「識字教育」「閲読教育」「作文教育」「書写教育」
と並列した一項目として設けた。また，「閲読教育を通じて児童生徒の独立な読解力を養う」という
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新しい教育理念は，それまでの「鵜呑み」「丸暗記」の指導法を改善しようとしたもので，中国の小
学校語文教育に波紋を投げかけることになった。しかし，この大綱に掲げた目標は高すぎて，しか
も中国の国情や教師の力量，児童生徒の発達状況を考慮せずにソ連の教育理論と教育方針を機械的
に丸ごと受け入れてしまったため，教条主義や形式主義の傾向も見られた 14。次に述べる原因により，
この大綱は 1958 年に廃止された。
2　教育模索期における「教学大綱」（1963 年版）
手さぐり状態で始められた第一次五ヵ年計画ではあったが，社会主義的工業化の基礎づくりとい
う目標は 1957 年に達成された。中国共産党は 1958 年に第八回全国代表大会第二回会議を開き，「社
会主義建設の総路線」を提案した。具体的には，中国をできるだけ早く現代的な工業・農業と現代
的な科学・文化を持つ偉大な社会主義国に築き上げることを基本的目標とするものであった。
しかし，この「社会主義建設の総路線」は，「左」に偏った指導思想を生み出し，1958 年に「教
育大革命」が巻き起こった。この革命により，1956 年に告示された教学大綱が廃止され，全国で使
われていた語文教材も使用停止となった。「民衆路線を歩む」というスローガンの下で，民衆に教科
書を編集させ，それまでに収録されていた『月下独酌』『売炭翁』『第二次握手』のような優秀な作
品が削除され，代わりに『神仙辦不到的事我們能辦到（神仙にできないことは我々はできる）』『大
破迷信建高炉（迷信を打破し高炉を建てる）』のような「大躍進運動 15」を反映した政治的色彩を帯
びた文章が多く収録された 16。その結果，「語文」教科書なのか，「政治」教科書なのか区別がつか
ないものとなってしまった。
このような状況の中で，1959 年から 1961 年までに語文教育学界では「文道之争（言語，文学と
思想道徳の関係に関する議論）」が行われた。この論争を通して，語文教科は他教科学習の基礎であ
ること，語文教育における道徳教育は語文教科の特徴に一致しなければならないこと，教材として
使われる文章は内容的な面でも言語的な面でも文学的な面でも優れたものでなければならないこと，
などの方向が明確化された。1961 年、1963 年には，『人民教育』に洛寒が書いた「反対把語文課教
成政治課（語文の授業を政治の授業にするのに反対する）」（1961 年第 8 期）と「不要把語文課教成
文学課（語文の授業を文学の授業にしてはならない）」（1963 年第 1 期）の二つの文章が掲載されて
いる。
「文道之争」の結果や 1958 年以来の「文道混同」の教訓を踏まえたうえで，1963 年 5 月に教育部
によって「全日制小学語文教学大綱（草案）」が発布された。この大綱は「語文の重要性と語文教学
の目的」「教学要求（教育目標）」「教学内容（教育内容）」「選材標準（教材採択の標準）」「教学内容
的安排（教学内容の配置）」「注意事項」「各学年の教学要求と教学内容」から構成されている。なお，
1950 年から実施された「五年一貫制」の学制はこの大綱では元来の初学年（第 1 学年〜第 4 学年）
と高学年（第 5 学年〜第 6 学年）からなる六年制に戻った。
この大綱では，語文教科の性質を「各分野の知識を習得し，各種の仕事に従事する上での基本的
中国における建国後の漢字教育政策の変容　―「教学大綱」から「課程標準」へ ―（李　軍） 171
手段である」とし，1956 年版の教学大綱の「社会主義思想を用いて児童生徒を教育する有力なツール」
といった政治的色彩を帯びた文言は減少した。また，「語文双基（基礎知識・基礎技能）」の育成を
強化する訓練を取り入れる方針を打ち出し，識字教育を基礎知識育成の基本として小学校低学年の
重要な指導内容に位置づけ，「小学校段階で 3,500 字の常用字を身につけさせ，第 1，2 学年ではそ
のうちの半数を習得させる」という目標を掲げた。指導方法としては，「繰り返し練習する」ことが
強調され，1956 年版の教学大綱の内容を踏襲している。
各学年に定められた識字，書写教育の目標と内容は次のとおりである。
表 2　1963 年版教学大綱における識字・書写教育
表 2 で示したように，1963 年版の教学大綱は建国後初めて漢字教育方針を明確に示したものであ
る。その特徴としては，①第 1，2 学年で重点的，集中的に識字教育を行い，小学校卒までの習得字
数の約半分を身につけさせる，② 1958 年に「漢語拼音（ピンイン 17）方案」が公表されたため，低
学年のテキストや各単元の練習問題に漢字の読み（ピンイン）が付された，③従来の「読み書き同
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時指導」から，「該当学年の習得漢字の大体を書けるようにする」へと転換された，④運用の中で既
習した漢字と語彙を定着させていく，⑤「単体字から複合字へ，筆画の少ない字から多い字へ」といっ
たように，新出漢字の編集に工夫が凝らされた，⑥中学年から辞書の指導が始まり，自ら進んで漢字，
語彙を調べるように促した，などを挙げることができる。
1956 年の大綱は主にソ連の教育理念や方針を参考にし，言語教育の系統性に重点を置いたもので
あったのに対し，1963 年の大綱はそれまでの中国の語文教育の経験や教訓を踏まえたうえで，ソ連
の教育理論や方針から脱却し，中国的語文教育の理念と方針を定めようとしたものと言える。この
大綱は，「多く読み，多く練習する」といった伝統的な指導法を踏襲しつつ，漢字をはじめとする基
礎知識，基礎技能を養う新たな語文教育の道を拓くものであった。課題としては，各学年における
漢字習得の目標が定められたものの，字種は依然として明記されておらず，また，3,500 字の習得数
はこれまでの識字指導目標の中で最も多く，学習者にとっても指導者にとっても大きな負担となり
かねないという点を指摘できる。
3　「文化大革命」期における語文教育
1966 年 8 月に公表された「中国共産党中央委員会のプロレタリア文化大革命に関する決定」によっ
て，「文化大革命」の幕が開かれた。1966 年から 76 年までの十年間，中国は建国以来の未曾有の大
混乱に見舞われた。「十年の動乱」といわれるこの「プロレタリア文化大革命」は，生産を停滞させ
ただけでなく，文化教育は崩壊の瀬戸際に立たされ，語文教育も深刻な打撃を受けた。小学語文教
学大綱は「資本主義の色彩を帯びており，語文の階級性を抹殺している」と批判され，否定された。
一方，孔子をはじめ，シェイクスピアなど多くの文人や作家が「封建主義者」「資本主義者」と見な
され，封建主義，資本主義の思想を用いて青少年を毒してはならないということで語文教科書から
伝統的な名作が削除された。「授業を停止し革命に専念しよう」というスローガンの下で，長期間に
わたって，全国各地で独自の語文教材が編集され，『毛主席語録』18 が授業に持ち込まれ，「毛主席万歳」
「工人階級必須領導一切（労働者階級はすべてを率いなければならない）」のような「政文合一（政
治と文学を合体させる）」の教材が使用されるようになった 19。語文の授業では政治的なスローガン
を叫ぶ風景があちこち見られるようになり，語文教育のレベルは建国後最悪の実態となった。
4　改革開放初期における「教学大綱」（1978 年版）
「文化大革命」終焉後，1978 年 12 月 18 日から 22 日にかけて，北京で中国共産党第十一期中央委
員会第三回全体会議（「第十一期三中全会」と略称されている）が開催され，長年継続してきた「階
級闘争」から経済建設に指導方針が転換された。この会議で改革開放路線を採用した中国は，鄧小
平の指導の下で中国的特色を持つ社会主義市場経済の建設を進めることになった。
この時期には，経済回復だけでなく，小中学校における正常な教育秩序を回復させることも急務
となり，新しい教学大綱，新しい教科書の作成が迫られていた。そんな中，1977 年から人民教育出
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版社の小中学校教科書編集メンバーをはじめ，全国の 18 省，自治区，直轄市の小中学校の教員を集
め，教学大綱の作成が始まった。1978 年 2 月に教育部によって「全日制十年制 20 学校小学語文教学
大綱（試行草案）」が公布され，翌年の秋からそれに基づいて作られた教材が配布された。こうして，
十年間の語文教材の迷走と混乱がようやく収拾された。
新しく制定された 78 年版の教学大綱は，文革期の悪影響を粛清する一方で，新しい時代に相応し
い教育理念と方針を盛り込み，「まえがき」「教学目的と要求」「教材編集の原則と方法」「識字，写
字教学」「閲読教学」「作文教学」「基礎訓練」「小学校語文教学の改善に力を入れる」「各学年におけ
る具体的な教学要求」から構成された。
「まえがき」で「語文教科の重要な特徴は思想・政治教育と語文知識教育とを弁証法的に統合させ
ることである」と明記して，「教学目的と要求」では，「小学校語文教育の目的は児童生徒の漢字力，
読書力，創作力を培うことである」と示した。
「教材編集の原則と方法」では，「教育目標の全面的な実現に役立つこと」「語文学習の規律に相応
しいこと」「児童生徒の発達状況や理解力を考慮すること」を教材編集の原則とし，新出漢字の編集
方法，テキストの編集方法，基礎訓練内容の編集方法なども示した。
新出漢字の編集の面では，一部分の新出漢字は「四会（四つできる，即ち読んだり書いたり話し
たり使ったりすることができる）」を要求するが，一部分の新出漢字は「二会（二つできる，即ち読
んだり話したりすることができる）」だけを求めるというルールが設けられた。書ける字数を減らし，
新出漢字の習得に対する要求を緩和したことで，内容の豊富なテキストを教材として使えるように
なり，読解力の育成に役立つだけでなく，漢字習得の弾力性が増え，漢字習得力を高めることも期
待された。
テキストの編集の面では，「精読テキスト」「閲読テキスト」「独立閲読テキスト」の三種類のテキ
ストが盛り込まれた。この三種のテキストを通して，読書量を増やし，児童生徒の学習意欲を養う
ことが意図された。
基礎訓練内容の編集の面では，各単元の後ろに「基礎訓練」という項目が設けられた。基礎訓練
の内容はその単元の内容と一定の関連性を有していながら，相対的な独立性をも持ち合わせている。
基礎訓練の内容は聞くこと，話すこと，読むこと，書くことの四項目の訓練需要に合わせて難易度
を調整することができ，総合的な練習を通して，基本的学力，基礎的技能の育成を強化することが
できるようになっている。
「識字，写字教学」では，識字を閲読と創作の基礎と位置づけ，小学校段階では常用字 213,000 字
の習得が求められ，第 1 〜 3 学年では 2,500 字を身につけさせ，その大体を運用できるようにする，
学習者の事物を認識する規律に基づいて指導法を改善し，効果的な指導法を模索する，などと記さ
れた。また，漢字指導と書写指導は密接な関係にあるため，鉛筆，万年筆，筆を用いた書写指導に
も工夫を凝らす必要があるとされた。
「小学校語文教学の改善」では，従来の「注入式（詰め込み式）」をやめ，「啓発式」を導入し，知
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識伝授と技能育成の相互関係を調和しつつ，学習者が自ら進んで学習する力を培うことに重点を置
く旨が記された。語文教育は知識を伝授するだけでなく，漢字力，読書力，創作力を育成しなけれ
ばならない，また，理解力を高める一方で，観察力，思考力，表現力の育成にも力を入れるべきで
あると示された。
「各学年における具体的な教学要求」における識字，書写教育の内容を表 3 に示す。
表 3　1978 年版教学大綱における識字・書写教育
表 3 で示したように，第 2 学年の漢字習得数が最も多く，全体の三分の一を占めている。これは，
第 1 学年ではピンインの指導に重点を置き，ピンインを身につけさせた後に，大量の漢字を習得さ
せることができるからであろう。第 1 〜 3 学年では集中的に識字指導を行い，第 4，5 学年では漢字
の習得数が次第に少なくなり，語彙指導に重点を置くようになっている。各学年に共通する指導内
容としては「既習した漢字の大体を運用できるようにする」であり，習得した漢字を定着させるた
めに工夫を凝らしている。また，第 1 学年を除けば，各学年に辞書の指導を行い，「独学力（辞書を
用いて漢字や語彙を一人で学習できる力）」の育成にも力を入れている。
1978 年の教学大綱は 28 年来の経験を踏まえたうえで，中国的な教育理念と教育方針を打ち出し
たもので，1956 年版，1963 年版の教学大綱より大きな改訂がなされた。その特徴としては，①詰め
込み式の教育方式から啓発式の教育方式へと転換した，②語文の基礎能力の育成に力を入れた，③
識字教育においては二つの目標（「四会」と「二会」）を設け，書ける字数と読める字数に差をつけた，
④三種類の読解教材を設けた，⑤語文の基礎的訓練や「独学力」の育成を重視した，の五つを挙げ
ることができる。問題点としては，「該当学年の習得漢字の大体を運用できるようにする」という文
言があるが，どのように「運用」するかは不明瞭であった。また，指導内容として「識字指導」「閲
読指導」「作文指導」「基礎訓練」が記されたが，「話す力」の育成に関する項目は見当たらなかった。
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5　九年義務教育期における「教学大綱」（1986 年版）
1985 年に『中共中央の教育体制に関する改革の決定』が公布され，九年義務教育を実施すること
が提案された。翌年『中華人民共和国義務教育法』が告示され，義務教育の推進が法的に定められ
た。このような背景の中で，義務教育に対応した教学大綱の制定や新しい教科書の編集が急務となっ
た。国家教育委員会はそれまでの教材編集制度を改革し，教材の「編集」と「審査」を分けて作業
することを決めた。1986 年に「全国中小学教材審定委員会」が設立され，成立大会では小中学校の
教材改革の基本的な方針が明確にされた。それは，「第一歩は，現行の課程設置，教育計画および各
教科の教育内容，体系を大きく変更しないという前提の下で，現行の教学大綱を修訂する。第二歩は，
新しい九年義務教育の教育計画と教学大綱を制定し，新教材を編集する。この二つの段階を終えた後，
五年から十年の間に，改革実践を通して教材の質をできるだけ高め，中国の国情や近代化建設の需
要に相応しい数セットの小中学校の教科書を編集できるようにしたい 22」という内容であった。
1986 年に告示された「全日制小学語文教学大綱」は 1978 年版の教学大綱を次のように改訂した
ものである。
①小学校語文教育の目的を修訂する。
②難易度を適度に下げる。例えば，「3,000 字を習得させる」を「3,000 字を認識し，そのうち 2,500
字を習得させる」に修訂する。
③各学年の教育目標，教育内容をより明確かつ具体的な内容に修訂する。五年制と六年制が共存
しているため，六年制の教育目標，内容を追加する。
④大綱全体の構成を修訂する。
1986 年版の教学大綱は，「まえがき」「教学目的と要求」「識字，写字教学」「閲読教学」「作文教学」「基
礎訓練」「教材編集の原則と方法」「小学校語文教育の改善に努める」「各学年における具体的な教学
要求」から構成されている。
「まえがき」では，小学校語文は基礎教育の中の重要な教科であり，「工具性（他教科学習の基本
的な手段）」を有している一方で，「思想性（思想的性質）」をも持ち合わせている。教育方針を貫く
ために，児童生徒の「徳（道徳）」「智（智恵）」「体（体育）」「美（美徳）」を全面的に発展させ，適
切に労働教育を強化し，理想を有し，道徳を有し，文化を有し，紀律を有する社会主義の公民に育
て上げる，などと記された。
「教学目的と要求」は「言語文字訓練の面」と「思想道徳教育の面」の二部からなっている。「言
語文字訓練の面」では，常用漢字 233,000 字を認識し，そのうちの 2,500 字を習得させる，鉛筆，万
年筆，筆を使えるようにし，一定のスピードで正しく整った漢字を書けるようにする，辞書を引け
るようにする，などの内容が記された。
「識字，写字教学」では，第 1 〜 3 学年で小学校段階の識字任務の概ねを完成させ，2,500 字を認
識し，そのうちの 8 割を身につけさせると示され，小学校卒までの「認識字数（読める字数）」3,000
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字と「習得字数（書ける字数）」2,500 字の字種は教材や授業の実際に合わせて変更することができ，
本大綱では統一基準を定めないという注釈が付された。また，漢字指導法を改善すべきである，漢
字の学び方を指導し，自ら進んで漢字を習得していく力を養う，言語環境の中で漢字を指導し，読
解や作文の中で運用しながら漢字，語彙の習得を定着させていく，などの方針も示された。
「各学年における具体的な教学要求」（五年制）における識字，書写教育の内容を表 4 に示す。
表 4　1986 年版教学大綱における識字・書写教育（五年制）
当時，五年制小学校と六年制小学校が共存していたため，六年制の「各学年における具体的な教
学要求」も示された。六年制における識字，書写教育の内容は五年制とほぼ同様で，各学年の漢字
配当数（第 1 学年：650 字，第 2 学年：900 字，第 3 学年：750 字，第 4 学年：400 字，第 5 学年：
200 字，第 6 学年：100 字）だけが異なった。
このように，字数だけを見ると，改訂後（表 4〈1986 年版〉の 700 字，1,000 字，800 字，300 字，
200 字）と改訂前（表 3〈1978 年版〉の 700 字，1,000 字，800 字，300 字，200 字）はまったく同
じであるが，前者は「認識字数」で，後者は「習得字数」である。つまり，実質上，1986 年版の大
綱における漢字の習得字数は 1978 年版より減少している。習得字数に関しては，教科書によって異
なり，明確に定まっていない。既習の漢字，語彙を身につけさせ，運用の中で定着させていくとい
う方針は 1978 年版の大綱を踏襲している。また，一人で漢字を習得できる「識字力 24」の育成が重
視され，従来の「指導者中心」の教育方式から「学習者中心」の教育方式へと新たな一歩を踏み出
したと言えよう。
書写教育における鉛筆，万年筆，筆を用いた書写指導の内容は 1978 年版のままであったが，「書
写に対する興味・関心を喚起」するという文言が初めて出現し，漢字学習の意欲喚起を重視する姿
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勢を示した。
1986 年版の教学大綱はそれまでに制定された課程標準や教学大綱と違い，「草案」や「試行草案」
ではなく，初めて正式な教学大綱として発布されたものである。修訂後の教学大綱は小学校語文教
育の実際により合致しているが，義務教育段階の教育方針の土台づくりとして，過渡的な性質を持
ち合わせていることから，「過渡大綱」とも呼ばれている 25。この大綱では，語文科の性質を科学的
に定義づけ，語文教育と学習者自身の教養，発展をリンクさせ，語文能力と学習習慣の育成に重点
を置き，語文知識の伝授と思想道徳の教育を並行させている。識字教育においては，認識字数と習
得字数に差をつけたものの，字種の採択は依然として不明瞭で，課題が残っている。また，教育目
標の中に「聞くこと」「話すこと」に関する項目があるが，「各学年における具体的な教学要求」で
はそれらに関する記述は見当たらなかった。
6　「素質教育」期における「教学大綱」と「課程標準」（1992，2000，2001 年版）
6－ 1　「九年義務教育全日制小学語文教学大綱（試用）」（1992）
1986 年に『中華人民共和国義務教育法』が発布された後，教育委員会は 1978 年の教学大綱に修
正を加えつつ，義務教育小中学校の課程計画と各教科の教学大綱の制定に取り組み始めた。1988 年
に『九年制義務教育全日制小学語文教学大綱（初審稿）』が全国中小学教材審定委員会の審査を経て，
各実験地域での試行が始まった。1991 年には多方面の意見を踏まえたうえで「初審稿」を大きく改
訂し，再度審査を行った。そして，1992 年に「九年義務教育全日制小学語文教学大綱（試用）」が
告示された。
1992 年版の大綱は「前言」「教学目的と教学要求」「教学内容と教学提示（教育内容と教育上の留
意点）」「課外活動」「教育上注意すべき幾つかの主要問題」「各学年における具体的な教学要求」か
ら構成されており，1986 年版の教学大綱と比べると，「教材編集の原則と方法」の項目がなくなり，「課
外活動」の項目が新たに加えられた。
「前言」における小学校語文教科の性質に関する記述は1986年版の教学大綱とほぼ同じである。「教
学内容と教学提示」は，「言語文字訓練の面）」と「思想教育の面」の二部からなっており，「言語文
字訓練の面」は「漢語ピンイン」「識字，写字」「听話（聞く），説話（話す）」「閲読」「作文」の五
項目から構成されている。「識字，写字」の項目では，「小学校段階では常用漢字 262,500 字を身につ
けさせ，第 1 〜 3 学年でその大体を習得させる」「識字方法を身につけさせ，識字力を育成する」「漢
字指導法を改善し，質を高め，言語環境の中で漢字を指導し，漢字の形・音・義を結合させ総合的
に指導すべきである」「書写指導は漢字の習得を定着させるための重要な手段であるため，小さい時
からその基礎を築かなければならない」などと記された。
「各学年における具体的な教学内容」（五年制）における識字，書写教育の内容を表 5 に示す。
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表 5　1992 年版教学大綱における識字・書写教育（五年制）
1986 年版と同様に，1992 年版の教学大綱にも五年制と六年制の教育内容が書かれていた。六年
制における識字，書写教育の内容は五年制とほぼ同様で，各学年の漢字配当数（第 1 学年：400 字，
第 2 学年：750 字，第 3 学年：550 字，第 4 学年：400 字，第 5 学年：250 字，第 6 学年：150 字）
だけが異なった。
1992 年版の教学大綱における識字教育方針が大きく改訂されたのは，漢字習得数を減らし，認識
字数と習得字数を分けずに習得字数のみを規定したことである。また，第 1 学年から筆画や筆順，
偏旁部首などといった漢字を学習する上での基礎知識を身につけさせ，その後の漢字を一人で学習
する「識字力」の育成や漢字学習の習慣づくりなどに力を入れた。さらに，多音字，同音字，類似
字を識別させたり同義語や反義語を分析させたりすることで，理解力の育成や語彙拡充を図った。
書写指導の内容は 1986 年版の教学大綱とほぼ同様であった。
1992 年版の教学大綱は義務教育に対応した初めての小学校語文教学大綱である。この大綱の告示
は小学校語文教育が義務教育段階に入ったことを示している。その特徴としては，①教育理念を従
来の「知識伝授型」から人格と能力の育成を重視する「素質教育型」へと転換した，② 1986 年版
では語文教育の目標として示された「言語文字訓練の面」と「思想道徳教育の面」は，1992 年版で
は語文教育の内容として位置づけ，指導上の留意点をより細かく明記した，③課外教育と課外活動
を充実させた，④適宜に漢字の習得数を減らし作文の難易度を下げた，などを挙げることができる。
課題として，書写に対する興味・関心を喚起することが記されたが，漢字学習の意欲を育成し，指
導法を改善する具体的な方法は示されなかった点がある。
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6 － 2　「九年義務教育全日制小学語文教学大綱（試用修訂版）」（2000）
1994 年に国家教育委員会は各方面からの意見に基づいて作成した「小中学校語文等 23の教科教学
大綱の調整意見に関する通知」を各省，自治区，直轄市教育委員会，教育局に配布し，この通知の中
に「『九年義務教育全日制小学語文教学大綱（試用）』の調整意見」が付された。漢字指導，書写指導
に関する調整意見は「部首検索で字典を引く指導は第 2学年から第 3学年に繰り下げる」という内容
であった。また，この意見調整に関する「説明」では，1992年版の大綱には「低学年の児童生徒は作
文を書く時に，ピンインの綴りでまだ学習していない漢字を代替することができる」とあるが，教育
現場ではピンインの綴りで漢字を代替させるために強制的にピンインの綴りを暗記させる事態が生じ，
学習者の負担を重くしたという指摘を受け，その文言を削除すると示された。
このように修正を重ねていった結果，2000 年に「九年義務教育全日制小学語文教学大綱（試用修
訂版）」が告示された。この試用修訂版は「まえがき」「教学目的」「教学内容と要求」「教育上注意
すべき幾つかの問題」「教学評估（教育評価）」「教学設備」「付録（古詩詞暗誦推薦目録〈計 150 編〉）」
から構成されている。
「教学目的」では，「小学校語文教育は児童生徒の発展を促進することに立脚し，生涯学習，生活，
仕事の基礎を打ち立てなければならない」「小学校語文教育は児童生徒の祖国の言語文字と中華民族
の優秀な文化を愛する感情を養うべきで，祖国の言語を正確に理解したり運用したり語彙を豊かに
したりすることで，初歩的な聞く力，話す力，読む力，書く力を有し，良好な学習習慣を養わなけ
ればならない」と記された。
「教学内容と要求」では，識字教育の目標を「常用漢字 3,000 字を認識し，そのうち 2,500 字を習
得させる」とし，低学年，中学年，高学年の三段階に分けてそれぞれの識字，書写教育の内容を以
下のように示している。
表 6　2000 年版教学大綱における識字・書写教育
表 6 で示したように，2000 年版の教学大綱は各学年の具体的な漢字習得数ではなく，認識字数と
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書ける字数に分けているが，低学年，中学年，高学年における累計字数しか提示していない。低学
年で基本的な筆画や筆順の規律，偏や旁，部首などといった漢字の基礎知識を身につけさせること
は 1992 年版の教学大綱を踏襲している。1994 年配布の「調整意見」の通り，ピンイン索引と部首
索引で字典を引く指導は中学年の指導内容となった。また，改訂後の大綱においても，漢字，語彙
を理解したり運用したりすることに重点が置かれた。
2000 年版の大綱は，語文課程を用いて児童生徒の発展を促進し，真の「素質教育」を実施し，語
文教育の近代化を追求することに焦点を当てた。また，1992 年版の教学大綱における義務教育に適
した部分を残しつつも，基礎教育課程改革の動きをリンクさせており，1986 年版の教学大綱に続く
二回目の「過渡大綱 27」となった。
この大綱の特徴は，①「素質教育」の方針を推進し，学習者の全面的な発展，生涯学習に役立つ
基礎知識，基礎技能を身につけさせることに力を入れた，②児童生徒の創造力と言語実践能力の育
成を重視した，③小・中・高学年の三段階に分けて指導内容と要求を設けた，④漢字指導の難易度
を下げ，認識字数と習得字数に差をつけた，⑤初めて教育指導の評価基準を明記した，⑥各学年に「聞
くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」に関する指導内容を明記した，⑦初めて暗誦推薦目録
を提示した，などである。課題としては，漢字習得字数に変更があっただけで，改訂前からの識字
教育の課題は改善されないまま残された点を指摘できる。
6 － 3　「全日制義務教育語文課程標準（実験稿）」（2001）
中国では，教育課程の基準は国（教育部）が定めており，これを各省，自治区，直轄市が地域の
実情に合わせて調整して実施することになっている。しかし実際は，多くの地域では全国同一の基
準が実施されてきた。運用面の画一性が問題視されていたにもかかわらず，長年にわたって暗記
中心の詰め込み教育がなされ，地域の実情や児童生徒の発達段階に対応できていなかった。また，
1990 年代には過熱した受験競争があったため，「応試教育（受験教育）」が中心となっていた。「詰
め込み教育」「受験教育」への反省から教育内容や指導方法など諸方面の問題点を改善しようとして，
21 世紀に入って最初の年に基礎教育課程改革が行われた。
2001年に告示された「全日制義務教育語文課程標準（実験稿）」は三つの部分と付録からなっている。
第一部の「前言」は「課程の特徴とその位置」「課程の基本理念」「課程標準計画の構想」の三項目，
第二部の「課程目標」は「総目標」と「段階目標」の二項目，第三部の「実施提案」は「教材編纂提議」
「課程資料の開発と利用」「教学建議（教育案）」「評価建議（評価案）」の四項目，付録は「優秀詩文
暗誦推薦目録案〈計 160 編〉」「課外読書案」「文法修辞知識の要点」の三項目から構成されている。
「前言」では，「現代社会は良好な人文的素養と科学的素養を必要とし，創造的精神を備え，協調
性があり，視野の広さを具えた公民を求めている。読解力，理解力，表現力およびコミュニケーショ
ンなどを含めた多様な基礎能力や現代技術を利用した情報処理能力も必要とされる。語文教育は現
代社会に必要とされる新しい人材育成に大きな作用を及ばす。社会発展の必要に伴い，課程目標と
中国における建国後の漢字教育政策の変容　―「教学大綱」から「課程標準」へ ―（李　軍） 181
内容，教育理念と指導方法，評価方式と評価方法などの面で系統的な改革を行わなければならない」
と基礎教育課程改革の理由と意義が明記されている。
「課程の基本理念」では，「学生の総合的な語文素養の向上」「正確な語文教育の特徴の把握」「自
主的かつ協力的で，探究型の学習方法の積極的な取り入れ」「開放的かつ活用力のある語文課程の建
設に努める」の四項目が書かれている。
「課程標準計画の構想」では，「課程目標は九年一貫制をとる。課程標準は総目標の下で，1 〜 2 年，
3 〜 4 年，5 〜 6 年，7 〜 9 年の四段階に分け，それぞれの段階目標を定め，語文教育の総合性と段
階性を具体化する」と記されている。
第二部の「課程目標」の「段階目標」は，「識字と写字」「閲読」「作文」「会話コミュニケーション」
「総合的学習」の五項目からなっている。各段階における「識字と写字」の内容を表 7 に示す。
表 7　2001 年版課程標準における識字・書写教育
表 7に示したように，新しい課程標準においても，認識字数と書ける字数に差をつけており，2000
年版の教学大綱の方針を踏襲している。この方針は 1963 年版，1978 年版，1986 年版の教学大綱にも
見られたが，63 年版，78年版，86 年版では具体的な習得字数が明記されなかった。「多くの漢字を認
識し，その一部を書けるようにする」という方針は，漢字を書く時間を減らし，できるだけ多くの漢
字を読めるようにし，多くの知識に接する機会を与えるためのもので，その背景には 21世紀に入って
からの「読書ブーム」と情報機器の普及があったと考えられる。一方，この課程標準では，初めて「漢
字学習が好きになり」「漢字学習に強い興味を持ち」といった学習意欲を喚起する文言が現れた。また，
「自主的な学習習慣」「自力で漢字を習得する能力」の育成に重点が置かれ，「課程の基本理念」に掲げ
られた「総合的な語文素養の向上」「自主的かつ協力的で，探究型の学習方法の積極的な取り入れ」に
呼応している。書写指導では，書写の姿勢や良好な習字習慣の養成などが求められ，「漢字の形の美し
さを感じさせる」「漢字の美しさを感じ取る」といった文言も随所に見られる。学習者に漢字への美意
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識を感じさせることは，書写だけでなく，漢字学習に対する興味・関心の喚起にも繋がると思われる。
2001 年版の課程標準の特徴としては，①識字指導，読解指導，作文指導，課外活動指導（総合的学習）
を通じて，漢字力，読解力，理解力，表現力，コミュニケーション能力などといった基礎的基本的な「語
文力」を育むことに重点を置いた，②学習者主導型の教育方式を明確にした，③学習数値目標（漢
字配当数や九年間の 400 万字以上の授業外閲読総量，160 編の古体詩暗誦など）を提示した，④識
字のみならず，閲読や作文などに興味・関心を抱かせるように工夫した，などを挙げることができる。
課題としては，数値目標が明確に記載されているため，具体的な授業設定がしやすくなる反面，児
童生徒は授業外に長時間の勉強を強いられかねない。また，詩歌の暗誦は知識の蓄積や語彙の拡充，
豊かな表現力を育成するのに役立つが，丸暗記という従来からの指導法を観賞力の深化や文学に対
する興味・関心に結びつけていくことは，容易ではない指導上の課題であろう。
おわりに
本稿では，社会的背景を踏まえつつ，中国建国後各時代に制定された教学大綱と課程標準におけ
る漢字指導方針の歴史的変遷を見てきた。各時代における教学大綱と課程標準の特徴や識字教育の
指導方針の特徴を縦断的に比較したものが次の表 8 である。
表 8　各時代の教学大綱と課程標準の比較表
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表 8 を見て分かるように，各年代の教学大綱と課程標準における配当字数はいずれも 3,000 字
前後であるが，配当字数のすべてを習得させるか，その一部だけを習得させるかに分かれている。
1950，1956 年版では漢字指導を読解指導の一環として位置づけ，読み書き能力を同時に身につけさ
せようとする姿勢が見られたが，1963，1978，1986，2000，2001 年版における認識字数と習得字
数に差をつけるといった読み書き分離指導は，日本の 1968 年版小学校学習指導要領の「読み先行，
書き追従 28」の指導方針に似通っている。「読み書き同時指導」から「読み書き分離指導」へと移行
したのは，漢字の読み書き能力より漢字，語彙の運用力の育成を重視するようになったからであろ
う。漢字，語彙の運用力を高めるために，書ける字数を減らすことで学習負担を軽減し，その分様々
な言語環境の中で漢字，語彙を使用する機会を増やすことを選択した結果と思われる。
また，1963 年以降の教学大綱と課程標準では，辞書を用いて「独学力」を鍛えたり，漢字の基礎
知識を用いて「識字力」を培ったりする傾向が見られ，運用の中で既習した漢字，語彙を定着させ
たり，語彙を分析させたりすることで，理解力，思考力の育成や語彙拡充を図る意図も窺えた。学
習者の漢字学習に対する興味・関心の喚起を重視するようになったのは 2000 年以後になるが，この
変化は従来の「詰め込み教育」や「受験教育」といった「学習者受動型教育」から「学習者主導型
教育」へと転換する基礎教育課程改革の基本理念を反映している。識字教育だけでなく，各教科各
領域の教育指導も基礎教育課程改革の理念に基づいて行われるようになっており，学習者の総合的
な学力の向上を図るために，新たな教育方針と教育内容を模索しつつある。
今後の課題としては，各時代に行われた漢字指導法を収集し，教学大綱，課程標準における漢字
指導方針がどのように反映されていたのか，またはこれらの教学大綱と課程標準に基づいてどのよ
うな指導法がなされていたのかを年代順にまとめて，中国における漢字指導法の歴史的変遷と特徴
を見出したい。
［注］
1　本稿では，中国語を引用する際に，便宜上日本語の漢字を用いることにする。（　）は筆者による日本語訳である。
以下同じ。
2　江平編（2004）『小学語文課程と教学』高等教育出版社　5 頁　原文の中国語を筆者が翻訳した。以下同じ。
3　顧黄初編（2001）『中国現代語文教育百年事典』上海教育出版社　313 頁
4　「教学大綱」「課程標準」とは教育指導要綱のことで，日本の学習指導要領に相当する。各時代の「教学大綱」には「教
学（教育）」という文言が頻繁に出ているが，原文に忠実してそのまま引用することにする。
5　この六つの段階のうち，①〜⑤は『中国近代教学改革史』（熊明安編　重慶出版社　1999　171 頁）による。⑥は筆
者による。なお，「ソ連模倣期」「教育模索期」などの略称も筆者による。
6　大原信一（1997）『中国の識字運動』東方書店　173 頁
7　五年一貫制は教師の力量の問題や教材の不足など様々な困難が伴っていたため，1953 年秋からの新学制実行は見合
わせられた。
8　「閲読の面」は「語文の基礎」「表現の形式」「内容の実質」「補充教材と参考書」の四項目からなっている。
9　「写話の面」は「説話練習」「作文練習」の二項目からなっている。
10　「書写の面」は「材料と道具」の一項目からなっている。
11　1950 年 10 月 19 日に，米韓軍が中朝の辺境である鴨緑江にまで迫ってくる情勢の中で，中国は国境を越え朝鮮戦
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争に参戦した。建国直後の困難のなかで，義勇軍派遣を決定した中国政府は，抗米援朝総会を呼びかけるとともに，
義勇兵志願運動と「愛国公約」運動を展開し，愛国的意識の高揚に努めた。
12　当時のソ連の小学校では，4 年生からロシア語教科書と文学教科書の二種類の教材が用いられた。前者は主に言語
教育の内容で，系統的な言語知識と訓練内容が設けられており，後者は主に文学教育の内容で，多くの名著や優れ
た文学作品が収録されていた。
13　蘇渭昌他編（2000）『中国教育制度通史　第八巻』山東教育出版社　297 〜 300 頁
14　高恵莹・麻鳳鳴編（1982）『小学語文教学法』北京師範大学出版社　20 〜 21 頁
15　「大躍進運動」とは 1958 年に毛沢東が発動した工業・農業などの飛躍的な発展を目指す社会主義建設総路線の運動
を指す。
16　注 3 に同じ。393 頁
17　ピンインとは中国語のローマ字による表音式表記である。
18　『毛主席語録』は当初，軍内で毛沢東思想の学習に使われていた小冊子。文革中，急速に普及した。
19　陳必祥編（1987）『中国現代語文教育発展史』雲南教育出版社　286 〜 292 頁
20　当時の学制は小学校五年，中学校五年の十年制である。
21　ここで言う「常用字」は 1965 年に北京市教育局中小学教材編審処によって作られた「常用字表」（3,100 字）を指す。
22　注 3 に同じ。648 〜 649 頁
23　ここで言う「常用漢字」は 1984 年に人民教育出版社によって作られた「六年制小学語文統編教材生字表」（3,189 字）
を指す。
24　1978 年版の「教学大綱」では，辞書を用いて漢字や語彙を一人で学習できる「独学力」の育成に言及したが，「識字力」
とは辞書の使用だけでなく，漢字の筆画，筆順，部首，構造など漢字の基礎知識を用いて自力で漢字を習得できる
力のことを指す。
25　呉忠豪（1996）『建国以来小学語文教学概述』上海社会科学院出版社　39 頁
26　ここで言う「常用漢字」は 1988 年に国家教育委員会と国家語言文字工作委員会によって公布された「現代漢語常
用字表」における常用漢字 2,500 字を指す。2000 年版の教学大綱と 2001 年版の課程標準における「常用漢字」も
この表による。
27　一回目の 1986 年版の「過渡大綱」は非義務教育体制から義務教育体制へ移行した時の産物で，二回目の 2000 年
版の「過渡大綱」は教学大綱から基礎教育課程改革によって生み出された課程標準へ移行した時に制定されたもの
である。
28　1968 年版の小学校学習指導要領では，例えば「第 1 学年では 70 字を読めるようにし，そのうち 40 字を書けるよ
うにする」といったように，読める字数と書ける字数に差をつけた。「読み先行，書き追従」という言い方は「本
来，基礎・基本は『読み書き一致』―学習過程で『読み』先行『書き』追従も」（小林一仁　『教育科学　国語教育』
2001 年 8 月号　No.610　明治図書　5 〜 7 頁）を参照にした。
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